
第２回根新田地区マイ・タイムライン検討会 アンケート集計結果 

 

第２回検討会参加者６０名の内５３名にご回答いただきました。 ご協力いただき、ありがとうござい

ました。 

 

1. 今回の検討会の内容は理解できましたか。 

 

図 1 洪水時に得られる情報と読み解き方 

 

理解度では、理解できたと回答した方が、50％と最も多い。概ね理解できたと回答した方を合わせる

と 9割以上を超え、理解度が高い項目であった。 

 

図 2 タイムラインの考え方 

 

 理解できたと回答した方が、53％と最も多い。続いて、概ね理解できたの割合が 45%となった。検討会

の内容 3項目の中では、最も理解度が高かった項目の１つである。 

 

図 3 洪水時の自らの行動を想定 

 

 理解できたの割合が、54％と最も高く、続いて概ね理解できたが 40％となった。理解できた、概ね理

解できたを合計すると、理解度が高い項目であった。 

 

 

 

 

 



 

2. １の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した方の意見。 

 ホームページの見方が分からない。高齢のため（70 代・男性） 

 検討会の前提条件が自宅に常時居て、且つ高齢者の状況を中心に想定。その割には、避難のための

情報収集等を、インターネットに重きを置いているのはどうか？情報発信者（市役所）は教えて欲

しい。（60 代・男性） 

 

 

3. 本日の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役立ちそうか。 

 持出品や行動のチェック表を用意しておくことは有効（50 代・女性） 

 正しい持ち物、避難場所の確認ができた（50 代） 

 意見も多くあり、非常に良い検討会です。（60 代・男性） 

 子供が自宅にいることを前提にしているが、もし小・中学校に登校していたとしたらタイムライン

も大きく変化すると思う。（50 代・男性） 

 非常品、避難所（指定）（50 代・男性） 

 持ち出し品のリスト（60 代） 

 前もって持ち出しするもののリストがわかった（50 代） 

 避難計画が大変参考になった。（70 代・男性） 

 他の参加者の意見で初めて知る内容があった。知ることができて良かった。（40 代・男性） 

 安全を確保するための行動を整理しておく（60 代） 

 近所の方々との情報共有が出来た（40 代） 

 大体考えるコトは一緒。しょうがないよね人間だもの（20 代・女性） 

 いろいろな意見が出たなかで、自分が気づかなかった事や、持ち物・必需品などがわかった。（50 代・

女性） 

 各グループの協力性、意見交換できて、非常に為になりました。（30 代・男性） 

 近所の方といろいろ話し、意見をする事が出来て良かった。いろんな見方が分かった。（30 代・男性） 

 避難するとき、家のブレーカーを落としていく。当座使えるお金、薬などの持出し（70 代・女性） 

 自宅に居た方、避難された方等、苦労された事や、必要な物が確認できた。（50 代・男性） 

 早めに上流の情報を知る（50 代・女性） 

 川に近い場所を避難場所に設定するなど、行政の想定の甘さを感じた。（20 代・男性） 

 よくわかった（70 代） 

 近所の方の考えが分かってよかった（50 代・男性） 

 色々な形の想定条件を設定して、個別案件毎に、地域内で検討が必要。（60 代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．第一回検討会に参加された方にお聞きします。前回の検討後におこなったことをお聞かせくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他＞ 

 HP を見た（50 代・女性） 

 特になし。というか見返す時間もなかった。（20 代・女性） 

 

検討会の後に、家族で話し合った方が最も多く、その次に自宅でノートを見返した方が多かった。 

 

 

５．第一回検討会に参加された方にお聞きします。配布されたノート以外で、欲しい資料や情報等

がありましたら、お聞かせください。 

 

 具体的に行動するために必要な情報(ex.避難所の内容：施設、受入人数、駐車台数を早い時期に提

供してほしい（50 代・女性） 

 持ち出し用リストのチェックシート（20 代・女性） 

 河川の水位を調べた。（50 代・女性） 

 避難できる場所、開いている場所、定員とかあれば、知りたい。（30 代・女性） 

 検討会の中で共有した Q&A などまとめたものを入手できると助かります。（50 代） 

 防災無線が通常時でも聞き取りにくい。風雨が強いときは、全く分からない。防災放送の見直しを

望みます。（60 代） 

  



 
第 2 回マイ・タイムライン検討会に関するアンケートへのご協⼒のお願い 

今後の取組みの参考とさせていただくため、皆様のご意⾒をお聞かせください。 

１．今回の検討会の内容は理解できましたか。
【洪⽔時に得られる情報と読み解き⽅】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【タイムラインの考え⽅】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【洪⽔時の⾃らの⾏動を想定】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

２．１．の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した⽅にお聞きします。
特に分からなかった部分に対して、⾃由なご意⾒をお聞かせください。 

→ 
 

３．本⽇の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役⽴ちそうか、⾃由に
ご意⾒をお聞かせください。 

→ 

 
４．第１回検討会に参加された⽅にお聞きします。
  前回の検討会後におこなったことをお聞かせください。（複数回答有り） 
□⾃宅でノートを⾒返した □家族で話し合った □近所の⽅と話し合った 

□ノートに記載されている参考資料等をパソコン等で⾃ら確認した 

□市役所または河川事務所に問い合わせた □その他 

→ 
 

５．第１回検討会に参加された⽅にお聞きします。
  配布されたノート以外で、欲しい資料や情報等がありましたら、お聞かせください 

→ 

 

 
＊ご⾃⾝のことをお尋ねします。差⽀えのない範囲で、以下についてご回答ください 

■お名前 （            ） ■お住まい（    地区     ⾃治会） 

■ご 年 齢 （１０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上） 

■ご 職 業 （                  ）   

■家族構成 （     ）⼈ ※ペットを含まない⼈数を記⼊願います。 

□曽祖⽗・曽祖⺟  □祖⽗・祖⽗⺟  □⽗・⺟  □⼦供（中学⽣以上）  

□⼦供（中学⽣未満） □乳幼児 □ペット（     ） 

■⾞の有無  □有（     ）台    □無 

アンケートへのご協⼒、ありがとうございました。

参考 


